








TROUBLESHOOING

5.  硬結

原因 □ 胃瘻周囲を触れると硬いものが触れる
 □ 膿瘍がある

1.  瘻孔感染

対策 ○ 医師へのコンサルト
 ○ 膿瘍に対しての処置
   • 穿刺・切開排膿、 抗生剤投与

対策 ● 医師へのコンサルト
 ● 切開排膿、 抗生剤投与

穿刺

切開 治癒

Fさん （85歳） 男性

症例 （硬結）

TROUBLESHOOING CASE #6

• ボタン・バンパー型 ポリウレタン製
 カテーテル╱ 20Fr
 瘻孔長：3.0cm╱シャフト長：4.5cm
• 完全経口食：1,100kcal
• 体重：55.6kg
• BMI：23.1

Before

原因 ■ 胃瘻周囲を触れると硬いのもが触れる
 ■ 膿瘍がある

After

36 37



CATHETER HOW TO CARE

新規格コネクタ（ISO 80369-3）の管理を
マスターしましょう！

カテーテル管理をマスターしましょう

栄養剤の残渣をそのままにしておくと、チューブ先端部では細菌による栄養剤
の汚染が起こります。細菌の増殖（いわゆる細菌の発酵）によりチューブ先端
が酸性になってしまうと、栄養剤中のタンパク質が変性凝集します。いったん
先端で凝集が起きると栄養剤の流れは障害され凝集がさらに上流に進んで
チューブ閉塞に至り、一時的にも栄養投与が行えなくなります。そこで、栄養
剤や薬剤の投与後には、カテーテル内に栄養剤や薬剤の残渣が残らないよう、
20～ 30mLの水または白湯でフラッシュを行いましょう。この時、少量ずつ
小刻みにフラッシュすることをお勧めしています。フラッシュ後には、10 倍に
希釈した食用酢（酢酸濃度 4％程度）による酢水の充填を行う方法もあります。

シャフト内は赤ちゃん綿棒で汚れを落とします。
接続チューブは注入終了毎に外し、洗剤で栄養剤の汚れをしっかり落とします。
接続チューブをもむように洗う用手法と PDNブラシを使用する方法があり
ます。
洗浄後は、0.01％次亜塩素酸ナトリウムに 1時間浸漬させ、水洗せずに乾燥
させて使用します。匂いが気になる方は水洗してもかまいませんが、その際
には十分な乾燥が必要です。
（次亜塩素酸ナトリウムに浸漬後、水洗しなくても消毒成分は栄養剤に含ま
れるたんぱく質や脂質などの有機物と反応すると分解され、ごく微量の食塩
に変化すると言われています。）

チューブ型

ボタン型

経腸栄養製品のコネクタ部分の形状が、他の医療用チューブとの誤接続防止
のために変更になりました。
胃瘻カテーテルの場合、チューブ型ではその接続部分、ボタン型では接続
チューブの栄養剤との接続部分が新規格となります。新規格は、①オス・メス
が従来の逆、②オス・メスが硬質材料、③ロック仕様の3点が特徴です。
それによって、①栄養剤・ミキサー食・薬剤の通過、②コネクタ部分の汚染、
③薬剤・栄養剤の吸引、などが問題とされています。

薬剤や栄養剤によるチューブの閉塞やチューブ内の汚染を引き起こさないよう
に日頃のケアが必要です。

ロック仕様のコネクタ コネクタ部分の汚染
（溝に栄養剤が溜まっている）
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HOW TO CARE

①プライミング
栄養投与セットやシリンジの先端までプライミング（栄養剤を満たすこと）しな
いで空気を残しておくようにしましょう。

③
患者側のコネクタに栄養剤等の付着を防
止するための取りはずし可能なアダプタも
あります。

②接続方法
栄養投与セットと患者側コネクタの接続を
行うときは、患者側コネクタを上にして
接続すると、患者側コネクタに栄養剤が
残りにくいです。

患者側コネクタの溝に栄養剤が残らない工夫をしましょう
患者側コネクタに栄養剤や薬剤が残っていないか確認します。
栄養剤などが残っている時は、栄養投与セットを接続する前や栄養剤投与
後にお手入れが必要です。

③ブラシを用いて、接続部の溝をやさしく
磨くと取り除くことができます。
（ISO 80369-3コネクタ専用のブラシも
あります）

②栄養剤などが取り除けない時は、水道水
または微温湯を入れたコップに接続部を
漬け、よくゆすぎましょう。

①胃瘻カテーテルの接続部を持ち、濡れた
ガーゼで栄養剤などが取り除けるまで
よく拭きましょう。
栄養剤などが取り除ければ、接続部を
乾いたガーゼで拭き、しっかり乾燥させ
ましょう。

投与前後にコネクタの観察をしましょう

患者側

栄養投与セット
（ルート）

新規格コネクタの管理方法

ENcleanブラシ

シリンジ側のコネクタがメス型なので、薬剤を吸うことが非常に難しいです。
採液用ノズルを使用するのも良いでしょう。

薬剤吸引の工夫
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HOW TO CARE

コネクタの接続時は、強く締めすぎてしまうと固くなり外れにくくなったり、
破損したりしてしまうため、少し回転して接続した後は、やや抵抗を感じる
程度にしましょう。

接続部がねじ式なので注意しましょう

適正

3mm程度 1mm程度

締め過ぎ

対策：シリンジとコネクタ接続方法
左：適正
シリンジを接続する際の手感は、抵抗を感じたら、
そこからもう少しだけ締める程度。
コツ：最初はスルスル回せる→接続できた

抵抗を感じる→やや抵抗を感じてからもう少しだけ締める
（約180度～約225度）

右：締め過ぎ
シリンジを接続する際、抵抗を感じてからさらに強く回した場合、
これを繰り返すことでコネクタは変形し、破損するリスクが高まる。
（約270度以上）

新規格コネクタの管理方法
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PEG SKIN CARE

MEMO
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